
太陽電池モジュールの性能評価
ペロブスカイト測定ガイドライン （⽇本電機⼯業会発⾏）

・定常光でのMPPT測定
ヒステリシスという掃
引時間不⾜によるIV曲
線の変形が顕著になる
ため、MPPTという最⼤
点を追従し続けて、最
⼤出⼒の安定化を判断
する⽅法がとられる。

・絶縁試験
試験モジュールを台に置き、乾
燥した条件で耐電圧試験と、絶
縁抵抗値の測定により判定を⾏
う。
この⼆つの試験の両⽅で合格と
なったとき、
絶縁試験は合格となる。

・荷重試験
試験モジュールに対して、実際
の設置環境で想定される⾵圧・
積雪などの機械的荷重を模擬し
て、
破損・著しい変形・性能低下が
起こらず、機械的・電気的に安
全性を維持できるかを確認する。

・ホットスポット耐久試験
規格に基づく⽅法により、モジュールを遮光し１時間の光曝露中
に発⽣する焼損などの、顕著な障害が発⽣しないかを試験。

・⾼温⾼湿試験
槽内温度85℃、湿度85％の⾼温⾼湿度状態で、屋外の経年劣化を
模擬する試験。
⾼温⾼湿試験1000ｈで屋外5~10年に相当
製品寿命の20年相当については3000ｈ以上になる（諸説有）
・温度サイクル試験
-40℃から85℃の繰り返し変化を200サイクル繰り返す。
またこの時、温度が-40℃から+80℃までの昇温サイクル時のみ
Ipm電流を印加する。

・ペロプスカイト太陽電池 ⾼温⾼湿試験
試験開始後1時間の時点でで出⼒が⼤きく低下し、
96時間後に⾄るころにはほとんど発電しなくなっている。
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発電特性の消失

抵抗値の上昇

『測定だけで終わらない。その先まで共に考える。』
株式会社ケミトックス Test Lab Certs.
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